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 宮浦　重彦

表紙のことば

パリ祭：毎年７月１４日（祝）はフランス革命を記念
した建国記念日をパリ祭と呼ばれる。この祝日に
は、一年で一度しか見られないシャンゼリゼ大通
りでの軍事パレードやエッフェル塔での花火が楽
しめる。ダイナミックな打ち上げ花火は一見の価
値あり。（写真は１部加工修正）この為この日の
パリ市内は多いに盛り上がる。
エッフェル塔：１２７年前に建てられ骨組みは、強・
用・美の備わった本当に美しい建物で、年中無休
で最も人気のある観光名所です。展望台から眺め
るパリのパノラマ景色は日中も夜景も実に爽快で
あり、入場料は最上階の展望台までのエレベータ
ーは大人１７€。いつも長蛇の列で最低でも６０分〜
３時間待ちを覚悟必要。階段専用入り口は、３０分
程度の待ち時間で済みます。階段はおおよそ日本
のビル２８階分、高さ１１５ｍ、第２展望台まで登りま
す。エッフェル塔の鉄筋建築をじっくり見て、高
さの変化を満喫したい方には階段がお勧めです。
凱旋門：パリに行ったらぜひ見ておきたい、エッ
フェル塔と並ぶ人気の観光名所。ダントツ人気の
真正面のシャンゼリ大通り沿いからの凱旋門の屋
上観光は穴場スポット。ピークシーズンでも殆ど
待ち時間なしで入場出来ておすすめです。一般入
場料は９．５€必要。屋上までは螺旋階段で登り、高
さ約５０ｍ。日本のビル約１２階分。エレベーターは
設置されているが車椅子利用者や身体障害者専用
と成っています。屋上からの展望は、高層ビルや
高い建物が少ないパリ市内では素晴らしいパノラ
マ風景が楽しめます。
 （写真・文　提供　出原　眞）

パリ祭（エッフェル塔の花火と凱旋門）

 平成２８年度　通常総会開催

 平成２７年度　委員会活動報告
「青年委員会」「住まいまちづくり委員会」

 日本建築総合試験所
「 鋼 と建築　第２回「粗鋼生産と建築における

はがね

 鋼の使用量」」

 
「２０１６年熊本地震被災建築物　応急危険度判定
 参加報告」

 生駒支部
「吉野の森　見学バスツアー」

 橿原支部
「宮崎支部交流会」

 宇陀支部
「住宅設備の勉強会」

 橿原支部
「近江八幡　ヴォーリズ建築見学」

 
「各支部事業報告」

 教育事業委員会
「建築への旅　〜旅から学ぶもの３委員会
 合同見学会へのいざない」

 奈良支部
「スペイン８日間建築研修旅行」

 お知らせ
「平成２８年賛助会員名簿」他
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平成２８年度　通常総会開催

　５月１９日（木）午後４時３０分より、奈良県文化会館にて、平
成２８年度通常総会が多数のご来賓方のご臨席を賜り滞りなく開
催されました。
　はじめに、物故者に対しての黙祷、会長挨拶、来賓の奈良県
県土マネジメント部まちづくり推進局建築課長　武田光哲様よ
りご祝辞を賜りました。議長には天理支部・奥村利文氏が選任
され、出席者６３名、委任状４３４名／会員総数９５０名により総会が
成立し、議事が行われました。
　主な議案は、事業報告、会計報告・予算等であり、各議案に
ついて慎重な審議の結果、滞りなく決議承認されました。

◆平成２８年度　運営方針および事業計画
【会長挨拶】
　今日のわが国は少子高齢化社会の到来、労働力不足、財政逼
迫、多発する自然災害、社会インフラの急速な老朽化といった
大きな問題に直面しています。
　社会基盤施設（インフラ）は私たち国民生活を支える基盤で
あり経済社会の成長を左右する基となるものです。
　将来の社会資本の維持や品質確保の実現に向け、建築生産シ
ステムにおける省力化・効率化・高度化に通じた生産性向上等
の様々な取り組みが求められます。
　少子高齢化・人口減少に対応した住まい・まちづくりとして
は地域居住機能再生推進事業やスマートウェルネス住宅等の推
進事業拡充を図るほか、空き家対策総合支援事業なども創設し
環境問題や空き家の保存と再生に取り組む方策も考えねばなり
ません。
　安全な住まい・まちづくりでは耐震対策緊急促進事業の延長、
建築材料に関する調査等を進めることも大切です。
　優良な住宅ストックの形成と流通促進による住宅市場の活性
化では地域型グリーン化事業や長期優良住宅リフォーム推進事
業の拡充に加え、住宅ストック維持・向上促進事業を進めなけ
ればなりません。
また、災害に対する建築士や建築士会の活動は阪神淡路大震災
以降拡がりや深化がみられるものの個別的で断続的な取り組み
にとどまることも多かったようです。
　今後の災害多発時代にあっては地域コミュニティーの防災や
復興まちづくり計画にコミットしながら、より一層総合的で継
続的な取り組みが求められることとなります。
　今、建築士に求められる時代のニーズを素早くとらえ、それ
に対応できる能力を備えなければなりません。
　建築士は高い倫理観とコミュニケーション力、創造力とプラ
ンニング力を兼ね備えたマネジメント力を磨くことにより、こ
の時代に生き残っていくことができるのです。

【重点施策】
１．地域貢献活動の推進
２．建築士会会員増強運動の推進
３．建築士の資質の維持・向上施策の推進
４．建築士制度に係わる事業の推進
５．関係団体との連繋協力

【事業内容】
１．地域貢献活動に係る事業
◇まちづくり関係団体との協働
◇住宅相談会の実施
◇既存木造住宅の耐震診断事業への協力
◇まちづくりアドバイザー派遣事業への協力
◇景観デザイン賞の開催と表彰

２．建築士会会員増強に係わる事業
◇未入会建築士への入会促進
◇会員増強のための継続的運動の推進

　・スチューデントメンバー制度の推進
　　（建築関連学校学生への建築士会活動への呼びかけ）
◇各支部の増強活動への協力・支援

３．建築士の資質の維持・向上に係わる事業
◇建築士の講習・研修の実施
◇継続能力開発制度の普及・推進
◇専攻建築士制度の普及・推進

４．建築士制度の係わる事業
◇建築士試験の業務受託実施
◇建築士定期講習の業務受託実施
◇建築士の登録事務
◇建築士業務環境改善
◇建築基準法等関連法令への対応

５．その他事業
◇コンペ「建築甲子園」の実施協力
◇建築関連情報誌「士会奈良」の発行
◇建築情報サイトの管理運営
◇建築行政への協力
・「違反建築防止週間」「建築物防災週間」事業等
・奈良県被災建築物・宅地応急危険度判定事業
・奈良県住宅・建築物耐震化促進協議会
・なら安全安心住まい・まちづくり協議会
・奈良県県産材関連３協議会
・安全やまとまちづくり県民会議
・新住生活ビジョン推進事業

◆平成２８年度　新規終身会員認定者５名
　小田　　清（橿原）、小林　曉男（天理）、
　村田　良彦（橿原）、辻本　　悟（高田）、
　福山　　明（奈良）

◆懇親会
　会員、賛助会員、行政や関係団体からの来賓様多数参加のも
と、懇親会は会場を隣の部屋に移して開催されました。
　渕上会長の挨拶に続き、来賓の皆様からの祝辞や自己紹介を
いただき、植村吉延・奈良県建築士事務所協会会長の乾杯の発
声で開演しました。和気藹々の雰囲気の中、米村博昭副会長の
一本締めで閉宴となりました。

会長　渕上徳光
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　去る５月１９日（木）に奈良県文化会館にて、奈良県建築
士会平成２８年度通常総会にて青年委員会の平成２７年度にお
ける活動報告をさせていただきました。
　平成２７年度は計１１事業を行いました。
　５月にお菓子の家づくりと題して、建築士という職業を
子ども達に知ってもらう体験型イベントを大和高田市にて
開催しました。

　７月には夏の森と木と家のフェスタに参加しました。会
場は奈良公園の登大路園地にて炎天下の下、盛大に開催さ
れた２日間のイベントでした。

　８月には夏休み子ども木工教室を開催しました。

　９月には鉄工組合と合同で見学会を開催しました。また、
同月にBIM CAMP in NARAとしてＢＩＭを利用したＣ
ＡＤシステムの講習会を開催しました。

　１１月には三重県と合同で開催している、合同見学会と奈
良県建築士会３委員会（教育事業委員会・女性委員会・青
年委員会）の合同見学会と見学会の多い月となりました。

　１２月には近年恒例化しています、模型講習会を開催しま
した。

　１月は合格祝賀会を開催し新しく建築士となられる方を
祝福しました。
　２月にはイオンモール橿原で開催された、森と木と家の
フェスタに参加しました。

　３月にはＩＴ活用意見交換会と題して、インターネット
を活用した講習会を開催しました。
　平成２７年度は数多くの事業をさせていただき、青年委員
会のメンバー個々のスキルアップに繋がったかと思います。
本年度も昨年以上に意欲的にかつ多くの人に関心を持って
頂けるような事業を展開していければと考えています。今
後とも青年委員会の活動にご協力よろしくお願いします。
 （記・青年委員会　藤山昭生）

2

平成２７年度　活動報告

青年委員会
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　すまいまちづくり委員会からの昨年度の振り返りです。
　私たちの委員会は、住宅相談部会、住環境福祉部会、景
観まちづくり部会の３部会で構成されています。残念なが
ら昨年度は住環境福祉部会の活動を推進することができま
せんでしたが【住宅相談部会】では住宅・敷地に悩みを抱
える一般市民を対象とし、建築関連法規の説明、技術的ア
ドバイス、その他情報提供を目的に毎月第４週水曜日に無
料住宅相談会を開催し、昨年度は１４件の事案について相談
を受けた。また９９名が登録している相談用閲覧ファイルに
ついても、事務局またはＨＰでの閲覧数が１３８７件に達した
ことが市民の関心の高さを物語っており、本年度も「相談

会の利用者増
加と内容の充
実」「建築士の
社会的認知度
のアップ」を
スローガンに
掲げ、住宅相
談会・閲覧フ
ァイルのＰ

Ｒ・広報手段を積極的に模索し事業の周知度をさらに高め
ていくことを目標に活動してまいります。【景観まちづくり
部会】におきましては、既に登録されているヘリテージマ
ネージャーのスキルアップを目的とした講習会の実施と昨
年度来奈良市文化財課と協働しています歴史的建造物の掘
り起こし調査の継続実施が大きな活動でした。

　スキルアップ講習会は全６回計２０時間におよぶカリキュ
ラムで構成されており登録文化財申請書の作成実習には兵
庫県でヘリテージマネージャーとして活躍されています稲
上文子氏より調査について野帳や写真の撮り方、所見の書
き方をはじめ申請書のまとめ方を細部に渡り指導を受けま
した。また伝建地区である和歌山県湯浅町において兵庫県
和歌山県建築士会共催のまちづくりセミナーにも参加し多
彩な意見交換も行いました。今年度におきましても本事業

は継続して推し進めたいと準備をしています。また奈良市
の歴史的建造物の掘り起こしについては、昨年の富雄地域
の５地区に引き続き平城地域の５地区（押熊・中山・山陵・
秋篠・歌姫）で延べ５６名のヘリテージマネージャーにより
５７５件の調査を行いました。この地区は、農村であった旧
集落にも住宅地が広がり、新興住宅が混在するようになっ
ていますが、比較的昔からの町並みを残している地域でも
あります。そして、今回の調査結果から、隣接しながらも
それぞれの地区が異なる様子を独自の特徴として近世近代
と経年変化を重ねていることが読み取れます。行政より事
前に各調査地区の自治会長に協力を依頼し、地域住民周知
のもと実施した調査は歴史、文化、伝統などについて地域
住民による講話を聞く事前学習からはじまり、３名１組の
調査班が築５０年以上経過する歴史的建造物の意匠形態にお
ける特徴を細かく捉えたものです。さらに、調査のみに留
まるのではなく、結果の報告会を実施し、行政・住民とと
もに地域や建物について歴史的、建築的見地から一緒に考
察する機会を設けたことにより、建物ひとつひとつは個人
の財産であることはもとより、町の財産でもあるという認
識ができるようになりました。そして、それらを「地域文
化財」と位置づけ、守り続けていくことの大切さや、改築
を行い、新しい建物に生まれ変わったとしても、地域の建
築的特徴を残した伝統的な意匠・材料・工法を町という面
的なスケールで、後世へと伝承していく意義を確認しあえ
たのではないかと思われます。その上で、その歴史的文化
的建築的背景を理解したヘリテージマネージャーが、専門
家としての役割を地域や個人に対して果たす責任は大きい
と改めて自覚し、より一層の努力をしなくてはいけないと
思います。

3

住まいまちづくり委員会

（記・住まいまちづくり委員会　見邨佳朗）
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奈良県県土木マネジメント部
まちづくり推進局建築課長　武田光哲様

議長　奥村利文氏 大阪府建築士会
会長　岡本森廣氏

4
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奈良県県土マネジメント部
まちづくり推進局長　金剛一智氏

（一社）奈良県建築士事務所協会　会長　植村吉延様
懇親会　乾杯前のご挨拶
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 暑中お見舞い申し上げます （一社）奈良県建築士会参与会々員　

㈱　尾　田　組
　

奈良市高畑町７３８－２
　

緯０７４２－２６－６０１１

尾　田　芳　信

㈱　奥　村　組
（奈良支店）

奈良市高天町３８－３　　　　
　　　　　近鉄高天ビル

緯０７４２－２２－５００１

朝　日　　　務

大 倭 殖 産 ㈱
　

奈良市藤ノ木台１－２－１５
　

緯０７４２－４３－９１９１

矢　追　盛　賢

㈱　淺　沼　組
（奈良営業所）

奈良市三条本町４－３２　　
　　　　　　　　中室ビル

緯０７４２－２６－５２２５

大　西　宏　次

大日本土木㈱
（奈良営業所）

奈良市高天町３８－３　　　　
　　　　　近鉄高天ビル

緯０７４２－２２－３０７１

高　田　正　晃

清 水 建 設 ㈱
（奈良営業所）

奈良市大宮町７－１－３３　　
　　　　　奈良センタービル　

緯０７４２－３４－１５１０

正　井　　　洋

㈱　崎　山　組
　

橿原市南八木町２－３－３５
　

緯０７４４－２２－２３５３

嵜　山　雅　由

㈱鍜治田工務店
（奈良本社）

御所市１５０－３
　

緯０７４５－６５－２１３１

鍜治田　八　彦

㈱ 平 成 建 設
　

橿原市曽我町３５２－４
　

緯０７４４－２２－３８００

吉　崎　雅　之

中 村 建 設 ㈱
　

奈良市三条大路１－１－４８
　

緯０７４２－３３－１００１

中　村　光　良

㈱　中　尾　組
　

桜井市桜井５５３－１
　

緯０７４４－４２－３５６７

中　尾　隆　成

㈱中和コンストラクション
　

桜井市桜井２８１－２２
　

緯０７４４－４２－９３１３

大　浦　基　嗣

㈱　森　下　組
　

吉野郡大淀町檜垣本１５８９
　

緯０７４７－５２－３５３５

森　下　秀　城

村 本 建 設 ㈱
　

北葛城郡広陵町平尾１１－１
　

緯０７４５－５５－１１５１

市　岡　　　武

松 塚 建 設 ㈱
　

宇陀市榛原福地６１０－１
　

緯０７４５－８２－１３７１

松　塚　幾　善

㈱ 槇 峯 建 設
　

高市郡高取町丹生谷１０６１
　

緯０７４５－６７－００８４

槇　峯　豊　美

㈱　山　上　組
　

奈良市鳥見町１－１－３
　

緯０７４２－４４－００６３

山　上　武　宏

 （５０音順）
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 （５０音順）

 暑中お見舞い申し上げます 役員有志　

坂下建築設計事務所

天理市三島町１６７

０７４３－６２－０３０６　

坂　下　恭　浩

樫 岡 設 計 事 務 所

生駒郡三郷町信貴ヶ丘

１－１－１０

０７４５－７２－４４９０

樫　岡　稚　則

岡　 本　 設　 計

五條市本町１－７－３０

０７４７－２２－０２８２

岡　本　光　弘

井上建築工房アルス

大和郡山市北郡山町１５８－６

大和第３ビル２０４

０７４３－５１－０２８６

井　上　慶　治

渕　 上　 設　 計

奈良市秋篠町７６５

０７４２－４７－４１００

渕　上　徳　光

㈱　福　本　設　計

奈良市大宮町６－４－２１

０７４２－３４－２８００

福　本　保　治

㈱　福　本　設　計

奈良市大宮町６－４－２１

０７４２－３４－２８００

西　峯　隆　司

㈱　桝　谷　設　計

奈良市西ノ京町１０１－１

０７４２－３４－１４６１

中　元　綱　一

㈱ 山 本 工 務 店

桜井市芝１３６２

０７４４－４２－５４４１

山　本　規　子

ビ ル ・ エ イ ド ㈱

橿原市葛本町１１８－１

０７４４－３５－６６３９

森　田　惠　介

松　塚　建　設　㈱

宇陀市榛原福地６１０－１

０７４５－８２－１３７１

松　塚　幾　善

エ　ム　タ　ッ　ク

桜井市浅古９０３

０７４４－４５－１０９７

松　尾　憲　治

㈱ 関 西 工 務 店

大和高田市材木町１－３

０７４５－５２－１５１５

吉　田　泰　造
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１．はじめに
　今回は、建築で使用されている鋼の量について述べてみ
たい。建築における最も古い鉄の使用事例として思いつく
のは、法隆寺で使用されている鉄釘や、出雲大社（古代神
殿）の３本の杉で構成される巨大な心御柱、宇豆柱などを
束ねた鉄製の帯状金具などである。このように、相当古い
時代から木造建築物に鉄が活用されているが、本稿は鋼構
造における鋼の使用量に関するものである。
　建築における鋼の使用部位は主に梁と柱である。梁と柱
に使用される鋼材の代表的な断面形を図１に示す。梁はほ
とんどＨ形鋼である。柱には図１のすべての断面形の鋼材
が使用されるが、現在では角形鋼管が最も多い。
　圧延Ｈ形鋼は鋼材を１０００℃ほどに熱して柔らかくしてお
いて熱間圧延という工程を経て製造される。他方、鋼管は
常温で板を曲げて成形される。これを冷間成形という。製
造範囲をはみ出すような巨大な寸法の部材、例えばせいが
１ｍを超えるＨ形鋼や板厚４０ｍｍを超える角形鋼管などは
複数の厚板を溶接して組立てられる。
　以下では、鋼構造と呼ばれる構造種別の建物で使用され
ている鋼の量について。いくつかのデータを紹介する。
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 日本建築総合試験所
第２回「粗鋼生産と建築における鋼の使用量」
 鋼 と建築
はがね

２．わが国の粗鋼生産と用途
　鋼構造（鉄骨構造）は、柱や梁などの主体構造部材に鋼
を原料とする鋼材を用いている構築物を指す。日本の鋼構
造建築の建設は１９世紀末から始まるが、当初は米、仏など
からの輸入鋼材が用いられていた。鋼材は鋼板、山形鋼な
どで、これらをリベットで組み立てて柱や梁に使用されて
いた。一例を図２に示す。このような組立て部材は、今で
も一部のＪＲ駅のプラットホームで散見される。
　２０世紀に入って、旧三井本館（１９０２、１９２９に再建）を始
め東京駅舎（１９１４）や国会議事堂（１９３６）など、歴史的建
造物に鉄骨が使用されるようになるが、一般の民間建物に
も国産の鋼材が広く使用されるのは１９４５年の第２次世界大
戦終了後のことである。
　鋼構造の建設は産業基盤、特に鉄鋼生産（粗鋼や形鋼）
と密接な関係があり、社会経済状況とも無縁ではない。第
１回で記したように、鋼の大量生産はベッセマーの転炉法
の発明（１８５６）に端を発するが、わが国における鋼の大量
生産は、１９０１年の官営八幡製鉄所高炉の火入れ（稼働開始）
に始まる。
　１９５０年以降２０１５年までの粗鋼（転炉、電炉で精錬された
鋼）生産量１）と建築鉄骨加工量の推移、主要な形鋼の製造
開始年、などを図３に示す。この図からも明らかなように、
高度経済成長期は粗鋼生産が飛躍的に伸びている時期と重
なる。日本初の超高層建築である三井霞ヶ関ビル（１９６８）
の建設は、それに先立つ圧延Ｈ形鋼（梁材；１９６１製造開始）

図２　組立Ｉ形断面図１　部材断面形の代表例

図３　日本の粗鋼生産量と鉄骨加工量 図４　主要国の粗鋼生産量と世界総計
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や極厚Ｈ形鋼（柱材）の製造によって可能となったもので
ある。現在の建築鉄骨加工量は年間５００万トン程度で、これ
はバブル期（１９８６〜１９９１）に比べると半分以下である。
　図４は世界と主要各国の粗鋼生産量の推移１）を表す。日
本の高度経済成長期が終った１９７０年以降２０００年ごろまで、
世界の粗鋼生産量は７億トン前後で推移している。その間、
日本と米国の生産量は１億トン前後であって、両国で世界
の３割程度を占めていた。しかし、日本の鉄鋼メーカーの
技術援助を受けて建設された上海宝山鋼鉄（現宝山鋼鉄）
で１９８５年に高炉が稼働し始めると、１９９６年には中国が世界
のトップに立つ。特に２００５年以降の中国の急速な粗鋼生産
拡大の結果、現在世界の粗鋼生産量は１６億トンに達してい
る。２００５年以降しばらく、世界の鉄鉱石や石炭の資源価格
が跳ね上がったことは記憶に新しい。
　現在、量的には世界の生産量の半分を占め、２００８年のリ
ーマン・ショックの時にも生産量が落ち込まなかった中国
の粗鋼生産が、２０１５年に初めて前年比を下回っている。そ
れでもＧＤＰは７％近く伸びたそうだが、眉に唾をつけて
おかねばなるまい。
　直接輸出を除く普通鋼（ステンレスなどの特殊鋼を除く）
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略　歴
井上一朗（いのうえ　かずお）
　（一財）日本建築総合試験所　副理事長・試験研究センター長。工学博士。
　１９４６年福岡県生まれ。１９７０年九州大学大学院工学研究科建築学専攻修了。
日立造船㈱鉄鋼設計部、大阪大学工学部・助手、助教授、京都大学大学院
工学研究科・教授、岡山理科大学総合情報学部建築学科・教授を経て現職。

賞　罰
　１９９７年　日本建築学会学会賞（論文）受賞。１９９８年　日本鋼構造協会奨励賞
論文部門受賞、２００８年　日本鋼構造協会論文賞受賞

国内消費量は５千万トン強である。図５はその需要別消費
量比率２）をグラフ化したものである。土木・建築の消費量
は、以前は国内消費の半分を占めていたが、公共投資の減
少にともなってその比率が徐々に低下している。
３．構造種別着工床面積
　鋼構造（Ｓ）、木造（Ｗ）、鉄筋コンクリート造（ＲＣ）、
鉄骨鉄筋コンクリート造（ＳＲＣ）の構造種別ごとの１９７０
年以降の着工床面積の推移３）を図６に示す。図７は直近の
２０１５年における構造種別ごとの着工床面積比であり、全国
と奈良県のデータを示している。全国では鋼構造は木造と
並んで着工床面積が４割ほどを占めているが、奈良県の特
徴は、全国平均に比べて木造の比率が高く、鋼構造、ＲＣ
造の比率が低いことである。
　全国の着工床面積の総量は、１９９０年前後で２．５億平米前
後であるが、近年はその半分程度で、国民一人当り約１平
米となっている。この傾向は粗鋼生産量の推移とは明確な
対比をなす。建築生産は公共投資や景気の動向を直接的に
受けるのであろうか。
　ところで、鋼構造といえば、超高層や大スパン架構など、
華やかな構造物が話題になりがちであるが、その着工床面
積の９割強は５階建て以下の中小規模建物が占める。
　鋼構造には木造と共通点がある。どちらも予め加工され
た部材を現場で接合して組立てられるので、接合部（仕口）
が存在する。鋼構造の接合手段は主にボルトと溶接である。
設計は溶接のほうが簡単であるが、施工や検査はボルト接
合のほうが単純で、接合品質のばらつきが小さく、信頼性
は高い。

参考資料
１）日本鉄鋼連盟ＨＰ（http://www.jisf.or.jp/）；統計・分析
２）日本鉄鋼連盟鉄鋼統計専門委員会：鉄鋼統計要覧　２０１５
３）国交省ＨＰ（http://www.mlit.go.jp/）；建築着工統計調
査報告

図６　構造種別ごとの着工床面積の推移 図７　構造種別ごとの着工床面積比（２０１５年）

図５　普通鋼材需要別消費量比率（２０１４年）



　　■　S　H　I　K　A　I 　　N　A　R　A　 　2　0　1　6

■はじめに
　４月１４日午後９時２６分にマグニチュード（Ｍ）６．５、震度
７の大きな地震が発生。そして、気象庁も予想していなか
ったその規模Ｍ７．３、震度７の本震が１６日午前１時２５分に
発生し、震度７級の地震が連続して起きるという異例の事
態となりました。
　４月２５日、奈良県より「熊本地震について奈良県からも
被災建築物応急危険度判定士を派遣しているところです。」
とのメール連絡が応急危険度判定士として登録しているメ
ンバーにありました。直前の連絡ではありましたが、活動
期間が４月２９日〜５月１日と休日であったため是非参加し
たいと思い、参加表明をして連絡を待ちました。２６日には
国から正式要請があったとの連絡があり、高速バスや新幹
線、ホテル、会社のボランティア保険の申請などの手続き
に入りました。２７日には現地での宿泊場所も決まったとの
連絡があり、現地や国、県の方は大変混乱が生じている様
子でしたが、我々奈良県の第３班メンバーは応急危険度判
定を行うために熊本に入ることとなりました。
　現地にて調査活動を行ってみるとまだまだ未調査地域が
あり、人手も不足しており、熊本市の判定活動に貢献でき
たのではないかと思います。貴重な経験となりましたので、
「士会奈良」を通じて皆様に情報共有させていただきたく
簡単ですが報告いたします。

■調査実施概要
　奈良県第３班の派遣概要を下記に示します。
○派遣期間・メンバー
・平成２８年４月２９日〜５月１日
　三和住宅株式会社　　　　高井様
　大和ハウス工業株式会社　折目
○調査地域と調査結果
・熊本市南区城南町鰐瀬地区、宮地地区の７３棟
・危　険［赤］１６棟（２１．９％）
　要注意［黄］３１棟（４２．４％）
　判定済［緑］２６棟（３５．６％）
○費用：日本建築防災協会へ請求
・旅費、宿泊費、食糧費
・調査中の移動は高井様の車にて移動
○工程
・４月２８日（金）移動
　私は、夕方から移動し博多入り、翌朝熊本へ移動
・４月２９日（土）７：３０
　熊本市役所駐輪場８階に集合、受付、調査開始

・４月２９日（土）、３０日（日）
　長洲町健康福祉センターに宿泊
　お風呂は施設になかったので、近くの温泉へ
・５月１日（祝）現地判定、集計後帰奈
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２０１６年熊本地震被災建築物　応急危険度判定参加報告
〜奈良県第３班として３日間、７３棟を調査・判定〜

←熊本市内を９０余りの
対象地域に分けて、
調査を実施

初日は、各地から集まった派遣員の受付が行われた

調査やメンバーの所属などをパソコンにより入力
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■調査地域：熊本市南区城南町鰐瀬地区他
　我々が調査を担当したのは、南区城南町の 鰐  瀬 地区でし

わに せ

た。震源地の益城町より断層沿いに南西約１０㎞の地域で、
もともとは下益城郡であったが、市が政令指定都市となる
時点に編入合併した町です。古代、サメが泳ぎ回る入江と
いうことから、鰐瀬という名前がついたとの由来の通り、
近くに貝塚もある様な軟弱地盤の地域のため、結構な被害
がありました。

■調査結果
○家屋被害の明暗を分けたのは、地盤の強弱（堆積地盤か
岩盤か）のようでした。また、法面の土留め工事の工法
の重要性も実感いたしました。ブロック積みや石積み擁
壁は地震に弱いということが実感できました。地盤沈下
しているところは地震でかなりの被害を受け、堅固な建
物でも、地盤と一緒に動いてしまうという被害を受けた
家屋もありました。

○この地域の基礎の立ち上がり部はコンクリートブロック
が多く使用され、多くの住宅で基礎の損壊が見受けられ
ました。しかし、土地に余裕があり１階の床面積がかな
り大きく、平屋又は中２階の家が多いために、多くの住
宅がＢ判定の傾きのある損傷までには、至らなかったと
思われます。

○この地域での赤判定（危険）は、日本瓦の落下の危険性
有が大半でした。おそらく古い家屋のため、殆どの屋根
瓦が土葺き工法というのが原因です。

○我々が見た被害の大きい地域は、益城町、東区、嘉島町、
南区、中央区の順でした。中央区は比較的被害が少ない
とはいえ、熊本市役所でも、４０人程度の被災者が寝泊ま
りされていました。橋の損傷（通行止め）や目の前の熊
本城がかなりのダメージを受けていました。
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南区城南町の位置（地図はGoogle Mapより引用）
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■調査に参加しての感想
　地震発生から２週間後に現地に赴くことができ、派遣任
務である応急危険度判定活動に付随して、現地の方々の生
の声や生活状況をつぶさに見聞きすることができましたの
で、簡単に我々の感想をまとめてみたいと思います。

○地盤沈下が原因で家が大きく傾いた家の方は、昼間は住
宅におられるが、夜は余震が心配で未だ車中泊をされて
いました。おばあちゃんは元気な方で、エコノミー症候
群にならない様に、毎日きっちり体操をしておられるそ
うですが、避難所生活者で無いこれらの方についても、
今後充分なケアと支援が必要となることを痛感しました。

○応急危険度判定は、罹災証明とは全く違う意味合いのも
のですが、それと勘違いされる方がかなり多く、赤色の
判定を要求される方、又は赤色判定をむしろ喜ばれてい
る方がおられる様に感じました。また、応急危険度判定
士を、リフォームの営業マンと勘違いされている方もお
られ、被災地での悪徳リフォーム営業が多いと思われる
ため、行政としてそれらについてもフォローする必要が
ありそうです。

○今回ローラー作戦対象地域外でも、個別判定依頼のあっ
た地域の被害も甚大であったため、熊本市役所の調査地
域の範囲は、適切とはいえなかった（ただ、少ない人員
での調査のため、仕方ない面がある）。また、応急判定な
のに、発災２週間後にまだ判定中とは時間が掛り過ぎて
いるとも感じました。それだけ、被害の地域が広範囲で
あった証拠であるが、現場（自治体）と調査費用にあま
り予算を掛けたくない国との意識のズレを感じることと
なりました。

○家の傾き調査は、高井様が９００長さの水平器を用意してい
たため、下げ振りで調査するより格段に速く進みました
（木造の場合、Ａランク１／６０＝１５㎜以下、Ｂランク１
／２０＝４５㎜以下）。また、被災者が直接目で見ることもで
き、安心されるような感じも受けました。

○我々建築士は、地震に強い家づくりを願い、これまでも
設計業務を通じて実践しているが、激震地の惨状を見る
と、お客様の生命・財産を守るという建築士の使命を再
認識し、技術者が妥協しないことの大切さを改めて感じ
ました。また、余震に対して威力を発揮する制震装置や
免震装置についても、今後はお客様のニーズも更に高ま

るものと思われます。

○熊本城のボランティア観光ガイドをされている御爺さん
もいらっしゃり、仲間（７０名程）全員が職を失ったので、
これから他に趣味を探すと言われていました。被災者の
生きがいづくりも重要な貢献となることを実感しました。

○修理をすれば使えそうな家でも、修理に１０００万円は掛か
るといわれ、後を継ぐ者がいないので、小さい家に建て
替えるという人もいらっしゃいました。良い住宅なのに、
勿体ないと感じるとともに、あきらめの気持ちを感じ、
胸が痛みました。

■最後に
　応急危険度判定は、被災者の心のケアをするのも仕事の
一つであることが分かりました。建築のプロに、自分の家
はこんなになってしまったと聞いて欲しいし、見て欲しい。
また、このまま住んでいて大丈夫か？本当に心配されてい
るので、適切なアドバイスも必要とされています。ノルマ
さえなければ、本当はゆっくりと被災者の心に寄添い、外
観調査だけでなく、内部にも入り、修理や修理不可などの
アドバイスもできるボランテイアがあっても良いのでは、
と感じました。
　以上、一緒に参加した高井様の感想や意見も含めた内容
として、派遣要請を受けてボランティア活動を実施した応
急危険度判定の報告とさせていただきます。
 （記・郡山支部　折目貴司）
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お知らせ　応急危険度判定士の講習案内
　平成２８年度奈良県被災建築物応急危険度判定士養成
講習会は平成２９年１月中旬開催予定です。
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　４月２３日（土）、生駒支部では、「吉野の森　見学バスツ
アー」を開催いたしました。
　当日は、朝から気持ちのいい快晴となり吉野の山の散策
にふさわしいお天気に恵まれました。
　生駒支部　伏見支部長の案内で吉野の川上村地区に向か
う車中、吉野林業の歴史には欠かせない人物、土倉庄三郎
についてのお話をお聞きしました。
　庄三郎は、今から１７０年ほど前に吉野郡川上村で山林地
主の家に生まれ、わずか１６歳で家業を継ぎ林業の発展に力
を注いだそうです。山深い吉野川上流の川上村。この地の
資源を川下まで届けるには、道路が必要でした。庄三郎は、
山林の評価額の１／２０を道路建設の為に出資いただける様、
地主達を説得し、また、自らも莫大な私財を投入し道をつ
くったそうです。また、吉野山の桜の木の伐採話が持ち込
まれたのですが、庄三郎は、自腹で木々を買い取って桜景観
を守りぬいたそうです。この、土倉庄三郎の御蔭で、吉野
の林業、そして、吉野の桜は、守られてきたとの事でした。
　バスは、いよいよ吉野の森へと到着し、まずは、樹齢６０
年ほどの森へと足を進めました。６０年？と聞くには、やや
細身の樹木が生い茂る中、吉野林業についてのお話です。
　吉野の木は、密植で１ｈａあたり１００００本ほどの木が植林
されているそうです。成長の度合いに合わせて間伐し、２０
年後、３０年後も同じように木を成長させるために目利き出
来る事がとても大切なことになってくるそうです。密植・
多間伐。これが吉野林業の特徴との事です。

　次は、間伐された森へと進みました。下草が生え、あま
り手を入れる必要のない時期です。この辺りでは、借地制
度、守山制度という制度があり地主が変わってもお世話を
する人は変わらないので、それぞれの木のこれまでの歴史
を守り続ける事が出来ているとの事でした。
　又、木の倒し方についてもお話くださいました。木は倒
すとき山の斜面の上の方に向けて倒すらしく、その様にし
た方が衝撃が少なくなるようです。その際、切株の上に倒
れるように倒し水分を出すため通常２ヵ月から３ヵ月はそ
のままにして乾燥させます。木は少し浮かすようにし虫が
入らないように葉がらししていくのも、この地の特徴の様
です。
　更に足を進め、２３０年ほどの木々の森へと進みました。

進んだ場所は、最近、山を返すために木を切り運び出され
た場所で切り株などだけが残る場所でした。切り株の一部
は、異様な形になっており、どうやら彫刻家の方などが作
品をつくるのに持って帰られたりするそうです。
　奈良の木は、地域認証材ということで、その含水量や強
度を一本一本検査しシールを貼って出荷しているらしいの
ですが、そのひと手間があり他の材料と比較するとやや高
価になっているそうです。そこで、奈良県産材証明制度と
いうのが別にあり、地域認証材の様な一本一本の検査はな
いので、それほど高価にはならないとのこと。しかしなが
ら、この様な環境で育てられた吉野の木は、間違いなく強
度についても問題なく安心できる木なので伏見建築事務所
では、その木を使っているとの事でした。
　お昼ご飯を「あきつの小野スポーツ公園」で気持ちよく
いただき、一路　桜井市の泉谷商店へと向かいました。
　こちらでは、木の製材・加工をされており、まずは、木
の材の取り方について分かりやすく丁寧にお話いただきま
した。最近は、住宅の新築着工件数も減っておりリフォー
ムなどの内装材としての要望が増え、芯の部分は違うが一
本の木を板材として加工するとのこと。
　その板材を乾燥させるのには、大きなひと手間がかかっ
ており木の表を重ねあわせ木の裏に桟をかまして、又、木
表を合わせた２枚板を乗せての繰り返しで木を積み重ね自
然乾燥を約２か月程度するそうです。そのように重ねるこ
とで木の桟の跡が表に残らずきれいでしっかりした間違い
のない材料になっていくとの事でした。

　その後、人工乾燥機を見せていただき、その大きさと開
けた瞬間のとてもいい木の香りに圧倒されてしまいました。
　最後に木の節の加工についてご説明いただき体験までさ
せていただきました。本当にありがとうございました。
　一日、その木の成長から材料として出荷されるまでの事
を見聞きし、体感出来、さらに木に対する愛着を持つこと
のできた素晴らしい一日でした。
 （記・生駒支部　寺岡春恵）
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生駒支部
吉野の森　見学バスツアー
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　橿原支部では、建築士会橿原支部３０周年記念事業の一つ
として、建築士会宮崎支部の方に奈良へ来ていただき、記
念交流会を５月１３日・１４日の日程で行いました。
　昨年は、橿原支部が宮崎市へ訪問し、宮崎支部の方々に
盛り沢山のおもてなしをしていただきましたので、その感
謝の思いも含め、奈良をご案内させていただきました。
　１日目の１３日は、女人高野で有名な室生寺見学、重要伝
統的建造物群保存地区である宇陀松山の街並み見学へ行き
ました。
　室生寺では、僧侶の方が室生寺について詳しく説明して
いただき、昨年に室生寺入口となる仁王門の２階から古い
仏像２体が発見されたとのことで、お寺の方でもまだまだ
発見されていない文化財があるのだと驚かされました。

　宇陀松山では、宇陀市職員の方がボランティアで宇陀松
山について説明していただきました。街並みには多くの通
りと交差点があり、角地の建物屋根の桁側がメイン通りに
なることなどを教えていただき、他地域の古い街並みを見
学するときの参考にもなる情報をたくさん教えていただき
ました。

　宇陀松山見学後、橿原市内へ戻りそれぞれの支部の活動
報告会と意見交換をしました。橿原支部の活動報告では、
今井町の空家調査と活用などについて発表し、宮崎支部の
活動報告では、「みやざきマチカツ」をテーマとして宮崎中
心市街地でのシンポジウムの開催や、「マチには思いが必
要！」とのことで、子どもたちともっとマチを知り、マチ
を良くするためにはどうすれば良いのかを考える景観教室
についての内容を聞くことができ、今後の橿原支部活動の
参考になりました。また、熊本地震で被災した建物の応急
危険度判定についてもお話を聞くことができました。熊本
地震では、宮崎支部から応急危険度判定士がいつもでも現
場へいける体制を整えていたとのことですが、司令塔とな
る熊本の役所や建築士会本部も被災し、連絡が取れず動く
に動けなかったと聞き、奈良でも同様のことが起こった場
合を想定して、対応を検討しなければいけなと感じました。

　報告会の後は、今井町の古い家を改修した懐石料理屋「ま
ゆう」で懇親会をおこないました。宮崎支部の方はさすが
九州の方だけあってお酒が強く、陽気で、親睦を深めるな
か「やっぱり、奈良は日本の心だー！　歴史の中心だー！」
と宮崎支部の方から感嘆の言葉を頂き、楽しい時間を過ご
させていただきました。その後、宮崎支部の方には今井町
の「嘉雲亭」に宿泊していただきました。
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橿原支部
記念交流会
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　２日目の１４日は、朝から今井町の散策を行いました。
　午後からはバスで北上し、奈良公園で大仏殿を見学しま
した。今回大仏殿を案内してくれたお坊さんはユーモアの
あるかたで東大寺の成り立ちや大仏殿の裏話など話してく
ださいました。

　その中で「最近外国人観光客の間でも大人気の大仏殿の
柱くぐり（大仏さまの鼻の穴と同じ大きさで通ると無病息
災のご利益がある）ですが、言い出しっぺは東大寺ではな
い」他にも、「大仏さまの背中には扉があって体の中には写
経がいっぱい入っている」「もともと東大寺は南都六宗の学
校で参拝ができるようになったのは最近である」　へーと
驚く話からありがたい話まで本当に楽しい時間でした。

　前日からのハードスケジュールはなんのその、そのまま
二月堂まで見学に行きました。二日間でどれぐらい歩いて
るんだろう……って感じでしたが、宮崎の方々は元気いっ
ぱい！記念交流会を楽しんでいただけたのではないかと思
います。
　二日間の交流会で、宮崎支部の方と親睦を深めることが
でき、両支部とも楽しい時間を過ごすことができました。
宮崎は降水量が少なく暖かく冬でもめったに雪が降らない
と聞き、その気候もあってか、陽気でユーモアがあり一緒
にいて楽しい方々ばかりでした。また、宮崎へ伺わせてい
ただけたらと思います。
 （記・橿原支部青年委員会委員長　佐藤智之）
 （記・徳本　豊）

15

宇陀支部
住宅設備の勉強会

　平成２８年２月２０日（土）午後１時半から例年の宇陀支部
勉強会を開催いたしました。本年度は宇陀市及び宇陀郡・
東吉野にお住まいの一般住民の皆様も一緒に参加していた
だき、支部活動をより身近に感じて頂きたいと思いました。
　又、会場は宇陀市榛原総合センターをお借りし出来るだ
け参加しやすい方式をとってみました。
　今回は住宅設備の勉強と言う、大題でエコ給湯・ソーラ
ー発電・トイレ関係を重点に講習会を実施してみました。
講師といたしましてパナソニックの住宅設備関係の方にお
越し願い専門の技術を学習しました。
　我々専門家でも、技術進歩が早くてなかなか実情に追い
つけなくなっています。今回は少しでも一般の方々と共に
知識を吸収したいと思いました。
　講習終了後、一般の方々を踏まえての質疑応答の時間を
持ちました。ソーラー発電の経済性とか耐用年数等・多数
の意見が有り、我々も知らなかったことがどんどん質問さ
れました。
　約２時間の講習会の予定でしたが、結構質疑等の意見交
換が有り盛り上がりましたので予定より３０分程度延長され
ました。
　ただ、参加人数が少なく我々も、もっと広報活動をすれ
ばよかったなと反省しています。また次回も頑張って面白
く・内容の充実した建築講座を企画しようと思います。
 （記・宇陀支部　小松原寛俊）
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橿原支部
３０周年記念事業　研修会
 日時　平成２８年３月１３日（日）

　現在の八幡堀は大変きれいで、街になじんでいるように
見えましたが、そこに至るまでには、八幡市の青　　　　
年部、自治会が保全活動をした歴史があるから、現在の八
幡堀があり、現在も綺麗な状態であるということがわかり
ました。

●草屋根
　和洋菓子の製造販売を手がけるたねやグループ「ラ　コ
リーナ近江八幡」を見学しましたが、自然と融合した建築
であり衝撃をうけました。今もなお建築中の建物もありま
した。また、草屋根全体に水が流れ、草自体が枯れないよ
うなシステムになっていました。季節により草の色が変わ
る為に、四季で見て楽しめると感じました。

　最後に、今回の見学では、全体的に自然と融合した建物、
街となじんだ八幡堀など他では感じることができない体験
をしました。現在は都心部など高層マンション、建物が多
くありますが、歴史的な建造物など、次世代に残し引き継
いでいかなければいけない建物物や、単に川、山を埋め立
てたり、壊したりするのではなく、自然をいかした建築物
も必要だということを感じることができました。
　今後は旅行などで行った先など、建築物にも注目し関心
を持っていきたいです。
　今回の研修会を企画していただきました（一社）奈良建築
士会　橿原支部の皆様、有難うございました。

　　　橿原支部賛与会員
 （記・タカラスタンダード㈱　奈良営業所　前川隼也）

●近江八幡　伝統的建造物群保存地区
　〜ヴォーリズ建築見学〜
　まず、はじめにびっくりしましたのが、伝統的な景観保
全の取組みが始まったのが、１９７０年代からという事でした。
近年の景観保全計画でもそこまで、歴史がある取組みがあ
るというのは聞いたことがありませんでした。
　実際に、保存地区の場所を散策してみると、立派な建造
物ばかりでした。その中でも目が引かれたのが、ヴォーリ
ズ建築の建物でした。日本家屋のような見た目ではなく、
洋風な見た目、外壁にレンガを使用し、暖炉があるという
事で、他の家とは全く違う建造物でした。ヴォーリズ建築
が今もなお、愛されているのは、日本の風土となじんだ親
しみやすく清明な様式を備えていたからだと感じました。

●近江八幡市　八幡堀（ハチマンボリ）
　ＪＲ近江八幡駅から歩いて１５分程度で到着します。安土
桃山時代に作られた人工の水路で全長６㎞に及びます。豊
臣秀次が八幡山城を築城した際に市街地と琵琶湖を連結す
るために造られたものです。

　今では、近江八幡の観光の中心となっていて、平日でも
多くの観光客が来ていました。
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■奈良支部
　平成２８年度報告会（総会）の報告

　奈良県建築士会奈良支部の平成２８年度の報告会（総会）
を５月１１日（水）１８時３０分から奈良ロイヤルホテル別館で
開催させていただきました。出席者は、２４名で当初の予想
より賛助会員を含め多くの方々に出席していただくことが
できました。中華料理を楽しみながらの報告会は、支部長
挨拶で年間の事業を振り返っての思い出や、支部長自身で
企画調整をしていただいた研修旅行の苦労話、我々役員が
企画した賛助会員への事業のことなど幅広い話題でした。
又、顧問に乾杯の発声をお願いし、支部会員への丁寧な労
いの言葉をいただいて始まりました。お酒を酌み交わしな
がらの報告会は、式年遷宮伊勢神宮の見学会報告、スペイ
ン建築研修旅行の報告をメインにさせていただきました。
それぞれ練りに練って多くの方々の協力を得て行った事業
であり、スライドを交えて、わかり易く委員長、若手・女
性の参加者から報告していただきました。伊勢神宮見学会
の報告は、三重県建築士会の丁寧な協力を得て実現できた
事業であり、技術者交流の大切さが伝わる報告となりまし
た。スペイン旅行の報告は、前回会報誌でも報告させてい
ただいた内容でしたが、この報告は参加させていただいた
当社スタッフによる報告で、見ていて恥ずかしい場面もあ
りましたが全般的には分かり易く説明させていただいたと
思っています。又、同じくスペイン旅行に参加された先輩
女性会員による女性の視点でのわかり易い解説が、凄く丁
寧で思い入れがあり、迫力に満ちた内容で、実務を長年さ
れて研究熱心な先輩技術者に頭が下がる印象に残る報告と
なりました。最近の事業は忙しい中での企画運営でコンパ
クトになりがちな部分もありますが、何でもメールで伝え
る現在において、人と人との直接の会話は、エネルギーの
やり取りであり、心が伝わるものであると考えていますの
で、気軽に参加できて、会員や賛助会員が情報交換とコミ
ュニケーションが図れる、小さな事業も大切ではないかと
思っています。しかし、今回報告させていただいた事業は、
組織としての奈良支部の利点を活かした若手の発想と経験
者の判断力で実現できたまとまった内容の事業報告であり、
会員数が多い奈良支部の事業報告としてはうまくできたと
思います。
 （記・奈良支部　中元綱一）

■郡山支部
　４月２０日（水）　午後６時〜　　於　季節料理　翁
支部役員
　顧　　問　井上　慶治　　立辻　利治
　相　談　役　亀岡　俊典　　仁田　晴夫
　支　部　長　徳本　雅代
　副支部長　杉村　道也
　副支部長　折目　貴司
　事　務　局　何左　昌範
　会　　計　枡谷　　進
　監　　査　井上　慶治　　立辻　利治
　幹　　事　植松　正英　　小笠原香代　　尾川　佳永
　　　　　　倉原　　猛　　澤田　　貢　　辻本　賢司
　　　　　　辻本　　希　　東川　正樹　　平田　正裕
　　　　　　吉岡　修一　　和田　　修

　平成２７年度には、「大和郡山建物探訪部会」が６年前より
行ってきた聞き取り調査等のまとめとして、「未来につな
ぐ！〜城下町の歴史的建造物を活かしたまちづくり」と題
した調査報告書を冊子として発行しました。２月には大和
郡山城ホールにてパネル展示を行い、３月には街歩きと市
内洞泉寺町にあります旧川本邸住宅にてフォーラムを開催
しました。また、上述のとおり徳本支部長のもと新体制で
活動させていただくこととなりました。今後は、新体制の
もと親子祭りへの参画、見学会の開催、建物探訪部会とし
ての調査・報告から利活用にむけた活動を実施していく予
定です。以上を参加の支部会員の皆様にて報告をし、盛会
のうちに事業報告会は終了しました。
 （記・郡山支部　東川正樹）

各支部報告会
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■天理支部
　５月１３日（金）　午後５時１５分〜
　　　　　　　　ウエルカムハウスコトブキ
　　　　　　　　午後６時１５分〜　懇親会
　支部役員
　顧　　問　佐田　春樹　　柏原　功司
　相　談　役　奥村　利文
　支　部　長　坂下　恭浩
　副支部長　森馬　康之　　溜谷　　剛
　会　　計　和田　欣也
　監　　査　奥村　章行
　幹　　事　相賀　正夫　　板垣　　篤　　庄田　尚代
　　　　　　中嶋　　孝　　西浦　康次　　平川　善久
　　　　　　宮浦　重彦　　杢野　良二　　森　　茂雄
　　　　　　米杉　三伸

　平成２８年度支部会計報告会は出席者３６名（本人出席１７名
委任状１９名）の出席で開催されました。
　　２７年度の事業報告、会計報告続いて２８年度役員改選（上
記の支部役員）、そして２８年度事業計画及び予算案すべて原
案通り承認されました。報告会終了後、新入会員の紹介が
あり温かい拍手を頂きました。
　その後の懇親会では、来賓を代表して並河天理市長・西
峯副会長よりご挨拶を頂きました。西峯氏の挨拶では県建
築士会の会員数に触れられ、多い時には１８００名いた会員が
現在では９７０名位に減少しておりこの状況を改善していく
には支部の役割は大きく、今後とも支部活動に期待すると
の励ましのお言葉を頂きました。
　一般社団法人なら建築住宅センタ－の西浦茂氏の乾杯の
ご発声により宴に入りました。会場内では料理とグラスを
片手に近況報告・情報交換等、交流を図る参加者の姿が各
テ－ブルで見受けられました。楽しく賑々しい懇親会は前
支部長奥村氏の中締めの挨拶で締めとなりました。
 （記・支部長　坂下恭浩）

■生駒支部
　４月２３日（土）　１７時００分〜　生駒セイセイビル
　平成２８年度支部役員
　顧　　問　奥田　尚史
　支　部　長　伏見　康司
　副支部長　伊阪　　洋　　中尾　克治
　幹　　事　岩城由里子　　栗原　義幸　　小嶋　明美
　　　　　　寺岡　春恵　　中村　和範　　本保万貴子
　　　　　　三木　一美　　水守　寛敏　　森田　善友
　本部理事　伏見　康司（支部推薦）
　事業報告会の概要を報告いたします。平成２７年度事業報
告が行われ、平成２８年度の支部体制、活動方針および事業
計画が発表されました。その他の協議の中で、直前に発生
した熊本地震の被害状況を受け、住宅相談や建築講座を通
じて耐震化の重要性や災害に対する備えの大切さを、生活
者に対する啓発活動を盛り込むことで決定されました。
　今年度は「Econet　いこま　環境フェスティバル」・「あ
かりセミナー」・「平群町あすのす土曜講座」などの継続事
業のほか、避難所運営ゲーム「HUG」の生駒支部版を新規
事業として立ち上げることが提案されました。多くの被災
者は避難所での生活を強いられますが、避難所を運営する
立場になったとき、殺到する被災者や突発的な事象に対し
てどのように対処するかは課題となります。「HUG」とは、
平成１９年に静岡県が開発した防災ゲームです。Hinanzyo
（避難所）、Unei（運営）、Game（ゲーム）の頭文字を取
ったもので、参加メンバーと意見交換などをしながらゲー
ム感覚で避難所の運営を学びます。現に、熊本地震におい
ても、支援物資の運搬などで学生たちがリーダーとなり、
避難住民を支えているニュースも報道されています。先ず
は私たちから、続いて事業体職員や地域住民と協働して実
施すると思われます。
　報告会終了後、場所を「月日亭　生駒店」に移して懇親
会が開催され、私も参加させていただきました。地元で暮
らす人々が身近に感じる建築士として、伏見支部長を中心
にがんばっていこうと思います。
 （記・生駒支部幹事　水守寛敏）

平群町あすのす土曜
講座で熱弁をふるう
伏見支部長
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■桜井支部
　平成２８年５月７日（土）午後３時３０分から、「あるぼー
る」レンタルスペースにて、「平成２８年度通常総会」が開催
されました。

　開会宣言後、物故者の黙祷をささげました。続いて森田
支部長より挨拶があり、熊本の震災について新耐震基準の
建築物がどの程度耐えられたのか検証する必要性について
話をしました。前年度の事業報告と決算報告、本年度の事
業計画と予算案が審議され、滞りなく承認されました。

　続いて新たに支部長に就任された、山本規子新支部長の
就任の挨拶があり、地域活動の大切さについて話されまし
た。最後に米村副会長より、空き家問題に関して、空き家
調査のマニュアルが完成したことのお知らせがありました。

　総会終了後、桜井市理事の林功氏より「桜井市のまちづ
くりと建築士の使命」についての講演があり、「奈良モデル」
として県と桜井市の連携協定によるまちづくりの現状につ
いて話され、景観ガイドラインに基づいた建築物のデザイ
ンに協力を呼びかけられました。
　講演終了後は懇親会を開催し、和気あいあいの雰囲気の
中、終了しました。 （記・桜井支部　大倉克之）

■橿原支部　平成２８年度【第３０回】事業報告会
　橿原支部では、平成２８年４月２８日（水）午後５時３０分より、
市内久米町の橿原オークホテルにて『事業報告会』を開催しま
した。浅田理事が司会進行を務め、紀本理事を議長に選出した
のち、前年度の「事業報告」・
「会計報告等」を担当役員
が報告を行い、続いて、本
年度の「事業計画案」・「予
算案」・「役員の改選案」・
各案についても審議してい
ただき全議案は満場一致で
承認されました。
【本年度の事業計画】
１．３０周年記念事業計画の実施
２．支部活動を活発化にする為、各委員会の積極的な活動を図る
３．本部の事業計画への積極的な参加協力を図る
４．支部組織の強化の為、会員の増強を図る
５．会員相互の知識と技術の向上を図る
６．地域の街づくりへの積極的な協力を図る
７．会員相互の親睦を図ると共に、他支部との交流を深める
８．行政の委託事業に積極的な参加を図る（住宅相談他）
９．その他支部活動に必要事業を実施する
　引き続き、ご来賓・会員・賛与会員の皆様の御出席をいただ
き、盛大に懇親会を開催させていただきました。
　来賓のご挨拶の中では、当団体・当支部への期待が熱く寄せ
られ、会員一同一層の責任の重さを感じた次第です。
　支部では、昨年度、市の
委託業務である（住宅・建
築相談会）や姉妹都市宮崎
支部との交流会を実施し、
１１月には中南和６支部との
記念ゴルフ大会・そして本
年３月には、近江八幡市の
伝統的建造物群保存地区見
学研修会も実施しました。
　本年度は３０周年記念交流事業として、５月には宮崎支部をお
迎えする予定です。改めて支部創立３０年の節目の年にあたり、
諸事業を推進し、支部の一連の活動を通じてその役割を広く社
会に発信していきたいと考えております。
　また支部の一層の飛躍のため、その歴史を後世に確実に伝え
るため、そして、建築士会の社会貢献活動を広く社会に発信す
るために、１１月６日（日）に、橿原万葉ホールで「３０周年記念
式典」をおこなう予定となっております。その会場では記念講
演会も開催の予定です。
　支部長を初め、支部会員が一丸となって成功に向け取り組ん
でまいりたいと思います。
　会員の皆様を初め、関係諸団体の一層のご支援、御協力をお
願い申し上げまして、事業報告会の報告とさせていただきます。
 （記・橿原支部　嵜山雅由）
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■宇陀支部
　４月１５日（金）、午後６時より、宇陀支部報告会が、宇陀
市美榛苑において開催しました。まず２７年度の事業報告並
びに決算報告が審議可決されました。又、本年の新役員の
選出が行われ樫岡支部長が新支部長に選ばれました。
　昨年度は２月に一般市民の参加を交えて住宅設備の勉強
会を開催しましたが、宣伝不足もあり参加者が予想より少
ない人数での開催となりましたが、より一層の呼びかけで
本年度も行いたいとおもっています。
　報告会終了後、懇親会に入り、来賓の渕上会長・事務局長・
なら建築住宅センター様より、ご祝辞いただき出席者も話
が弾み、和やかな時間を過ごさせていただきました。
　今西支部長、ご苦労様でした。
 （記・小松原寛俊）

〈新役員〉
　顧　　問　松塚　幾善
　相　談　役　今西　清秀
　支　部　長　樫岡　稚則
　副支部長　西峯　隆司・小松原寛俊
　会　　計　太田　幸雄
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■高田支部　第４４回高田支部事業報告会・懇親会
　開催日時　平成２８年５月１３日（金）　１６：３０〜１７：３０
　開催場所　まなびやの森・かつらぎ（葛城市）
　出席者　　１９名（委任状６６名）
　今年度高田支部は、葛城市にある「まなびやの森・かつ
らぎ」大研修室にて事業報告会を行いました。葛城市長山
下和弥様、県議会議員西川均様、衆議院議員奥野信亮様秘
書田中様、奈良県建築士会会長渕上徳光様、奈良県高田土
木事務所　辻本長彦様にご来臨を賜りました。

　事業報告会では、２７年度の事業報告や決算・監査報告、
２８年度の事業計画案・予算案等が審議され、議案は全て可
決され、滞りなく事業報告を終えることができました。
　今回は役員改選の時期にあたり全会一致で的場清支部長
が再任及び役員幹事も前年度に引きつづき再任されました。
活動案として１．会員資質向上の勉強会、講習会等の開催、
２．会員及び賛助会との交流会、親睦会等の開催、３．会
員及び賛助会員の入会拡大等について、４．対外事業を本
会と連携して開催、５．その他　を進めていくことが確認
されました。
　報告会終了後、同施設に隣接するレセプションルームに
て懇親会が行われました。（一社）なら建築住宅センター理
事長西浦重明様の乾杯の御発声の後、歓談がはじまりその
後も個々で意見交換が繰り広げられ、最後に賛助会員村本
建設高田幸伸様の万歳三唱で懇親会を華々しく閉じました。

 （記・高田支部　植田康夫）
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■吉野支部　　平成２８年度　事業報告会
　４月２５日（月）　下市町　千石荘　午後５時３０分〜
　支部役員
　相　談　役　西本　　輝　　平　道也
　支　部　長　上平　久居
　副支部長　小川　富大（兼　会計）
　来　　賓　なら建築住宅センター理事長　西浦　重明様
　　　　　　奈良県建築士会　会長 渕上　徳光様
　　　　　　奈良県建築士会　事務局長 鹿沼　高秀様
　出　席　者　合計１１名
支部長　挨拶
　平成２８年４月１４日以降に発生しました熊本地震におきま
して、亡くなられた方々のご冥福をお祈り申しあげますと
ともに、被災された皆様に心よりお見舞い申し上げます。
また、被災地域の一日も早い復興をお祈りいたします。
　今回は地震についてお話します。私の年齢は６２歳、では
この期間にどれぐらいの巨大と言われる地震が有ったと思
いますか？今回の熊本地震、２０１１年の東日本大地震、２００４
年新潟県中越地震、１９９５年阪神・淡路大震災、等々、記憶
でさかのぼると数件しか思い浮かばないのではないでしょ
うか？しかし、調べてみると、マグニチュード６．５〜９クラ
スの巨大地震だけで、６２年でなんと３２回、約２年に一回、
日本のどこかで発生し甚大な被害を及ぼしている事になり
ます。我々に直接関係する東南海・南海地震も終戦前後の
時期に２年ごと（１９４４年・４６年・４８年）に３回立て続けに
起こってから２００４年５６年ぶりに起こっています、そろそろ
のような気がしてなりません、皆様自身の安全を守るため、
建物の耐震補強、発生時家の中での安全場所の確認・確保、
タンス等の固定、避難経路等を再確認しておいて下さい。
吉野支部　事業報告
　支部活動報告・今年度の活動計画について、皆様に貴重
な意見を伺い、充実した審議をさせていただきました。懇
親会では、なら建築住宅センター理事長　西浦重明様、奈
良県建築士会会長　渕上徳光様・事務局長　鹿沼高秀様の参
加を頂き、近況報告ならびに、親交を深め、なごやかな内
に時間も忘れ大いに盛り上がりました。皆様、お忙しい中、
ご出席頂きどうもありがとうございました。今後共ご指導
よろしくお願い致します。 （記・吉野支部長　上平久居）

■五條支部
　５月７日（土）　午後６時〜
　　　　　　　　柿の葉ずしヤマト　五條本店

支部役員
　相　談　役　田鍋　誠一　　内原　一誠　　武田　正文
　　　　　　本間　照義　　出野　光男　　浦東　　保
　支　部　長　岡本　光弘
　副支部長　坂田　至伸
　副支部長・会計　佐古　　誠
　監　　事　東　　康朝　　辻　　元二
　理　　事　藤井　靖彦　　大和　良樹　　田中　卓也
　　　　　　田中　信道　　洞　　尚樹　　藤井　貴広

　平成２８年５月７日（土）、午後６時から、『事業報告会』を、
市内五條町の柿の葉ずしヤマト五條本店で開催しました。
　なら建築住宅センター　鍛治谷様、奈良県建築士会　紀
本副会長と、鹿沼事務局長を迎えての開催となりました。
事業及び決算報告並びに今年度の事業・予算案も滞りなく
承認され、また、役員改選も同時に審議され、岡本新支部
長が選任されました。その後、和やかな雰囲気のなか、懇
親会がおこなわれました。
 （記・五條支部　藤井靖彦）
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　建築を学ぶ最良の方法は過去の名建築への旅、すなわち
グランドツアーと言われ、古来、旅の体験から得た知識や
感覚の集積が、自身が志向する建築の本質を切り開いてい
く原動力になる。

　例年、女性委員会・青年委員会・教育事業委員会の共同
で１泊２日の研修見学の旅を開催し、今年は９回目の企画
となるそうです。毎年開催される恒例行事でありながら、
参加者が減少ぎみで募集定員を大きく割り込む事もあった
ようですが、今一度、建築にたずさわる者にとって「旅か
ら学ぶこと」の重要性に向き合いたいと思います。

　忙しくて時間が無い、他に優先しなければならない用事
があるなど参加できない理由は多くあるでしょうが、もう
行った所だからとか、またいつでも行けるというような、
後ろ向きの理由なら、どうかそんなものは捨ててほしい。
　かつてこんな事を言った人がいます。
　「旅は８回、楽しめる！」
　同じ場所でも春夏秋冬、季節が変われば見える景色は違
う。誰と行くのか。家族との旅行、気の合う仲間との旅か、一
人旅の場合もあるでしょう。おのずと目的も行動も変わり、
見るものも見え方も違ってくるという事です。
　もっといえば、同じ場所でも日中と夕暮れ時、陽が沈み、
あかりが灯った後、街並みや建築が見せる表情は違う。
　強い日差しの下と雨の日でも、建築が醸し出す雰囲気は
大きく変わってしまうことは多々あります。
　もっともっと言うと、時間軸で捉えると若い頃に見て感
じた事と歳を重ねてから見て感じるそれは、やはり違った
印象を与えてくれて、新しい気付きがあったりするもので
す。自分も街並みも建築も歳を重ねているのだから…

　こんなふうに考えると旅は無限に愉しめるのであり、建
築への旅は、「もう行った。」、「いつでも行ける。」という感
覚ではなく、訪れるチャンスがあるなら、その時行くべき
なのです。建築士にはそんな野性の衝動こそが必要。

　今年度の３委員会合同見学会は岡山方面へ、岡山市街と
犬島へ向かいます。例年と少しばかり志向を変えて、一般
に公開されている公共建築をただ見学するにとどまらず、
訪れる地域で活躍する建築士を訪ね、その地に拠点を置き、
その場所の風土に適った建築を創出する術として何が大切
なのか、どのように向き合うべきかを学ぼうという主旨で、
岡山市在住の建築家・神家昭雄氏の自邸とアトリエ（仕事
場）を訪問させて頂き、話を伺うという行程を組み込んで
います。

　神家氏は主に住宅建築の設計に取り組み、現代の住宅に
伝統的な和のエッセンスを息づかせ、地域風土に呼応する
住宅を多く手掛けられています。
また一方で地域において大切に受け継がれてきた古民家を
再生させ現代生活に適した住居や店舗などの施設として蘇
らせる活動をされています。
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教育・事業委員会
建築への旅　〜　旅から学ぶもの
 ３委員会合同見学会へのいざない（９月３、４日開催）
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　それらの手法と生みだされた建築、その仕事ぶりは高く
評価され多くの賞を受賞されると共にメディアに取り上げ
られる存在です。奈良県建築士会員としては、地域に密着
し、その場所を読み解き風土に適った建築を生み出す事で
定評のあるこの建築家から学ぶものは多くあるはず。

　その他には旧閑谷学校、旧野﨑家住宅など国宝・国指定
文化財に指定される歴史的建築、レーモンド設計による昭
和初期モダニズム建築から、ＳＡＮＡＡ設計による現代建
築、犬島では新進気鋭の三分一氏設計による近代化遺産を
リノベーションした美術館などを巡るバラエティに富んだ
建築見学になり、参加者は決して損する事のない充実感に
つつまれる旅になる事、まちがいなし！

Junko Fukutake Terrace（設計：妹島和世＋西沢立衛）

地域に根ざし、学内外の人々が親しみと誇りを持てるため
場として利用されている岡山大のカフェテリア。初日のラ
ンチはここで頂きます。

ノートルダム清心女子大学（設計：アントニン・レーモンド）

近代建築の保存問題はこれからの重要課題ですが、この建
築は、往時の姿を留め、今なお同じ用途のまま現役で使わ
れている貴重なモダニズム建築。

旧閑谷学校（国指定特別史跡）

精密な工法と職人の技量・心意気が堪能できる、備前焼瓦

の屋根と名物の石塀のディテールに閑谷では括目してほし
い。

旧野﨑家住宅（国指定重要文化財）

塩業と新田開発で財を成した野﨑家が、その気宇に合わせ
て次々と築いた豪壮な民家

犬島精練所美術館（設計：三分一博志）

かつての産業によって傷ついていた小さな島をアートの島
として再生させた、在るものを活かし無いものを設えた美
術館。犬島では妹島氏らによる家プロジェクトも見学でき
ます。

　フィリップ・ジョンソンが「建築は頭で理解するもので
は無く、腸［はらわた］で感じるものだ。」と言っています。
　岡山の地で、時代背景もデザイン性もコンセプトも違う
これらの建築たちが伝えているものを、皆さんの腸で、思
う存分味わって頂けたら幸甚です。
　詳細な案内と募集要項は８月の会報誌に同封させていた
だく予定ですので、意識高き建築を愛す多くの会員の参加
を待っています。
　（９月３・４日に開催、バス貸切り近鉄奈良駅前発着）
　締め切りを過ぎてからこの頁の投稿をお願いし、ご協力
頂いた情報・広報委員会の皆様、無理を聞いて頂き、お手
間を取らせてすみませんでした。ありがとうございます。

　最後に建築にたずさわる全ての人に勧めることのできる、
常に適切な箴言で貴重な頁の最後を締めくくる事にしよう。
　「旅に出よ！」
 （記・教育事業委員会　中尾克治）
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　「スペイン８日間建築研修旅行」に参加してきました。
　３月１８日（金）から３月２４日（木）までスペインで奈良
支部主催の建築研修が開催されました。
【１日目　バルセロナ】

 （若井支部長）　　　　

　今回の目的が建築研修かどうかは知りませんが、超一流
の建築家の建物や芸術家の作品などを見学致しました。
　マドリードにある世界遺産サグラダファミリアを見学、
見た瞬間に感動でございます。
【サグラダファミリア】

　外観がすごくても構造的に大丈夫なのか、教会として用
途はどうなのかと心配する事もなく、完ぺきな芸術作品だ
とおもいました。

（豊かな感性や情操が養えるのかも）

　ガウディは他にも作品を残しているのですが、頓挫した
コロニアル・グエル教会も見学する事ができました。

　他にも沢山紹介し
たいのですが、ガウ
ディのグエル邸、ミ
ース・ファンデルロ
ーエの作品は割愛で
ございます。

【４日目　奈良市の姉妹都市でもあるトレド】

　トレド市はスペイン中央部に位置する古都で、三方をタ
ホ川に囲まれた美しい町です。スペインの首都マドリッド
からは日帰りで訪問でき、「オルガス伯の埋葬」などで知ら
れる画家エル＝グレコ（１５４２年頃生～１６１４年没）が活躍し
た町としても知られています。
　トレドの繁栄は６世紀に西ゴート王国の都となったこと
からはじまりました。８世紀にはイスラム勢力がイベリア
半島を支配下に置いたことからトレドはキリスト教の軍事
力、イスラム教徒の農業、建築、工芸等に関する知識や技
術、ユダヤ教徒の化学、医学、金融などに関する知識が一
体となり、高い文化水準を誇りました。
　１０８５年、レコンキスタ（国土回復運動）によりトレドは
再びキリスト教勢力の支配下におかれ、１４７９年のスペイン
王国成立後トレドは都として繁栄しました。
　１５６１年首都がマドリッドに移され、トレドは政治・経済
の中心地としての役目を終えましたが、司教座があること
からスペイン・カトリックの中心地として現在に至ってい
ます。また、ダマスキナド（金銀象眼細工）という工芸品
や刀剣の産地としても有名です。
【６日目　首都マドリード】

（ゲルニカのある美術館へ別行動）

　家族との絆を深めるとともに、建築や士会の活動を知っ
て貰う為にもこのような機会を増やして頂ければと思いま
す。芸術は人々に深い感動と喜びを与えるばかりでなく、
豊かな心の育成という重要な教育的要素を含んでいるので
はないかと考えます。 （記・青年委員会　岡田卓佳）
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奈良支部
スペイン８日間建築研修旅行
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●事務局休業日のお知らせ
　（一社）奈良県建築士会事務局は、下記の期間をお盆休業
日とさせていただきます。
　８月１３日（土）～８月１５日（月）

●訃報
　猪飼　悟氏（橿原支部）　５月
　ご冥福をお祈りいたします。
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お知らせ

平成２８年度賛助会員  士会の各活動は次の方の賛助を得て行われています。
ＴＥＬ住　　　　　　　　所〒会　　　社　　　名

０７４２−２６−５２２５奈良市三条本町４番３２号　中室ビル６３０−８１２２㈱ 淺 沼 組　 奈 良 営 業 所
０６−６３１１−３１３１大阪市北区西天満３丁目４−２８　トータス西天満５０１５３０−００４７㈲ ア ユ ミ 建 工
０７４２−３０−５６５５奈良市三条本町１番８６−４号６３０−８１２２㈱ イ ン テ コ
０７４５−２２−２３０６大和高田市築山１１７−１６３５−００７１㈱ 上 埜 タ イ ル
０７４２−４３−９１９１奈良市藤ノ木台１−２−１５６３１−００４４大 倭 殖 産 ㈱
０７４２−２２−５００１奈良市高天町３８−３　近鉄高天ビル６３０−８２４１㈱ 奥 村 組　 奈 良 支 店
０７４２−２６−６０１１奈良市高畑町７３８−２６３０−８３０１㈱ 尾 田 組
０７４５−６５−２１３１御所市１５０−３６３９−２２１６㈱ 鍛 治 田 工 務 店
０７４３−６７−１７０３天理市成願寺町２０８−１６３２−００５８㈱ 木 村 建 設
０７４２−３３−１２２１奈良市三条大路２丁目２番６号６３０−８０１３共 同 精 版 印 刷 ㈱
０７４２−６２−８７８１奈良市大安寺６−２０−８６３０−８１３３㈱ き ん で ん　 奈 良 支 店
０６−６４４５−１０１１大阪市西区京町堀１丁目１２番２０号５５０−０００３ク マ リ フ ト ㈱
０６−６９４５−８１２６大阪市中央区城見１丁目２番２７号　クリスタルタワー１３階５４０−６０１３ケイミュー㈱　近畿営業開発室
０７４２−３４−８７７１奈良市芝辻町２−１０−１６　ことやビル２階６３０−８１１４㈱建築資料研究社日建学院奈良支店
０７４２−３２−１３１１奈良市大宮町７−１−３３　奈良センタービル２階６３０−８１１５小松ウオール工業㈱　奈良営業所
０７４６−３２−０５６３吉野郡吉野町大字丹治１５番地１６３９−３１１４㈱ 櫻 井
０７４２−６１−８５７５奈良市北之庄西町２−９−１０６３０−８４５２三和シヤッター工業㈱　奈良統括営業所
０７４４−４３−１５６７桜井市外山１８６−１６３３−０００７㈱ 渋 谷
０７４２−３３−５５８５奈良市佐紀町１番地６３０−８００３㈱ 城 田 建 築 設 計 事 務 所
０７４５−７７−４３４８香芝市下田西３−９−１６６３９−０２３１新 世 紀 建 工 ㈱
０６−６９４７−０６９５大阪市中央区内平野町２−１−１２５４０−００３７新日本法規出版㈱　大阪支社
０７４２−３５−７３１１奈良市二条大路南１丁目２番３３号６３０−８０１２積水ハウス㈱　 奈良支店
０７４２−３０−１５１１奈良市西大寺栄町３−２７　泉谷ビル４階６３１−０８２２㈱ 総 合 資 格　 奈 良 支 店
０７４７−２２−３２３２五條市本町１丁目７−１１６３７−００４１㈱ た か の 建 築 事 務 所
０７４７−２２−３５９１五條市二見１丁目１番４号６３７−００７１㈱ 田 原 建 設
０７４４−４２−９３１３桜井市桜井２８１−２２６３３−００９１㈱中和コンストラクション
０４５−５２２−１９２１奈良市法華寺町１９０−１６３０−８００１ＴＯＴＯ㈱　 奈良営業所
０７４４−２３−７７１７橿原市北八木町１丁目１番８号　橿原中央ビル６３４−０００５㈱都市企画設計コンサルタント
０７４７−２６−６６６４五條市住川町１２９７６３７−００１４ト リ ス ミ 集 成 材 ㈱
０７４４−４２−３５６７桜井市桜井５５３−１６３３−００９１㈱ 中 尾 組
０７４４−２２−５１１５橿原市小綱町９−８６３４−０８１１奈 良 県 建 築 協 同 組 合
０７４２−６２−４１１１奈良市北之庄西町１−１２−３６３０−８４５２奈 良 不 二 サ ッ シ 販 売 ㈱
０３−６８１１−８２４５東京都港区白金１−１７−３　ＮＢＦプラチナタワー１０８−８６４６㈱ 日 経 Ｂ Ｐ
０７４５−７１−２２００香芝市瓦口２１６６　フロンティアビル６３９−０２２５㈱ 伸 構 造 事 務 所
０７４２−３４−２８００奈良市大宮町６−４−２１６３０−８１１５㈱ 福 本 設 計
０７４２−６１−２２７７奈良市山町６４５６３０−８４３４㈱ フ ジ テ ツ
０６−６２６１−２４３６大阪市中央区南船場２−１−１５４２−００８１不 二 熱 学 工 業 ㈱
０７４２−３４−１４６１奈良市西ノ京町１０１−１６３０−８０４２㈱ 桝 谷 設 計
０７４５−５２−１１１５大和高田市栄町４−３３６３５−００６４松 田 電 気 工 業 ㈱
０７４５−８２−１３７１宇陀市榛原福地６１０−１６３３−０２０４松 塚 建 設 ㈱
０７４５−５５−１１５１北葛城郡広陵町大字平尾１１−１６３５−０８２２村 本 建 設 ㈱
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　４月１４日午後９時２６分に熊本で
地震が起きました。１６日午前１時
２５分にも震度７という考えられな
い地震が起き、今だに余震が続い
ています。
　今、想定外の災害が続出してい
ます。私は、日頃から地震に強い
建物と心掛けていますが、さて、
どこまでの構造にすれば良いのか、
考えさせられます。耐震基準以上
の構造にすると、お金が掛かるし、
絶対大丈夫という保障がありませ
ん。熊本の震災は、新しい構造基
準の木造建物も、２回目の地震で
倒壊したものがありました。
　又、建物が倒壊して、避難して
いる被災者は、これからどのよう
にして、生活していくのか、自分
がその立場に遭遇したらどうなの
か、考えさせられます。
　毎年、想定外の降雨により川が

氾濫し建物が流され、土砂崩れに
より家がなぎ倒され死者がでる災
害が起こっています。異常気象も
毎年のようにどこかで発生します、
その度に避難所に逃れ当惑し、慣
れない避難所での想定外の生活に
よるストレスなど、大変な思いを
されています。
　我々建築士も災害に強い建物を
目指して建築しても、土地の立地
条件（先祖から住んでいる場所を
離れたくない）等々抱えきれない
問題があります。我々建築士はい
かに対処していくか考えさせられ
ます。

　被災者の方々、頑張ってくださ
い。又、地震によりお亡くなりに
なられた方々に、お悔やみ申し上
げます。
 （記・小松原寛俊）

１（金）　建築士の日

 杭基礎の設計・施工の要点解説講習会

３（日）　二級建築士試験（学科）

１４（木）　既存木造住宅の耐震診断・補強設計講

習会（限界耐力計算）

１８（月）　 　海の日

２２（金）　平成２８年度　第２６回全国女性建築士連

絡協議会 （２３日まで）

２４（日）　一級建築士試験（学科）

 木造建築士試験（学科）

２６（火）　平成２８年度文化遺産を活かした地域活

性化事業共同パネル展

 （８月７日まで・奈良県立図書情報館）

２７（水）　住宅相談会 （奈良県建築士会館）

３０（土）　奈良市歴史的建造物建物調査

●

2016年7月Calendar

2016年8月Calendar

３（水）　杭基礎の設計・施工の要点解説講習会

１１（木）　 　山の日

１５（月）　事務局お盆休業日 （１３日～１５日）

２３（火）　第２期定期講習

 （ホテルリガーレ春日野）

２４（水）　住宅相談会 （奈良県建築士会館）

２８（日）　奈良市歴史的建造物建物調査

●
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